
　６月上旬の「西の久保公園」。コロナの影響で花
しょうぶ祭りは中止となりましたが、全国でも珍し
い棚田を活かした菖蒲園では今年も25万本の花菖蒲
と６千株のアジサイが訪れた人々を魅了しました。
　左下は、天草町向辺田地区にある「伏魔洞」。深く、
澄んだ青が神秘的です。

天草 ～絶景めぐり～天草 ～絶景めぐり～

ふく  ま  どうむこう べ  た

市議会だより
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●一般質問 ………………………………………………Ｐ10～14
●全国市議会議長会　永年勤続議員表彰 ……………Ｐ15
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正副議長就任あいさつ

天草市議会新体制の始動

委員長　門口　　徹　
副委員長　浜崎　義昭
委　員　勝木　幸生
委　員　濱洲　大心
委　員　鶴戸　継啓
委　員　下田昇一郎
委　員　柴田　　誠
委　員　五通　俊作
委　員　五嶋　善彦

あまくさ市議会だより 2

　令和２年第４回定例会が６月９日から26日までの日程で開催され、正副議長と
各委員会の編成、正副委員長が決まりました。

委
員
長 

柴
田
　
誠

〈
会
派
〉政
友
会

副
委
員
長 

勝
木
幸
生

〈
会
派
〉天
政
会

委
員 

田
中
　
茂

〈
会
派
〉新
風
天
草

委
員 

若
山
敬
介

〈
会
派
〉無
会
派

委
員 
古
賀
源
一
郎

〈
会
派
〉新
風
天
草

委
員 

益
田
政
昭

〈
会
派
〉市
民
ク
ラ
ブ

●市民生活部（環境・税金・国保年金など）
●水道局（水道・下水道など）

市民生活委員会（6人）

●総務部（総務・防災危機管理・契約など）
●総合政策部（政策企画・財政など）
●地域振興部（地域政策・まちづくり支援など）
●会計課、監査委員、選挙管理委員会

総務政策委員会（7人）

委
員
長 

前
田
正
之

〈
会
派
〉新
風
天
草

副
委
員
長 

門
口
　
徹

〈
会
派
〉新
風
天
草

委
員 

宮
下
幸
一
郎

〈
会
派
〉無
会
派

委
員 

澤
井
一
富

〈
会
派
〉市
民
ク
ラ
ブ

委
員 

中
村
三
千
人

〈
会
派
〉天
政
会

委
員 

赤
木
武
男

〈
会
派
〉公
明
党

委
員 

浜
崎
昭
臣

〈
会
派
〉無
会
派

委
員
長 

鶴
戸
継
啓

〈
会
派
〉天
政
会

副
委
員
長 

五
嶋
善
彦

〈
会
派
〉市
民
ク
ラ
ブ

委
員 

船
辺
　
修

〈
会
派
〉政
友
会

委
員 

蓮
池
良
正

〈
会
派
〉日
本
共
産
党

委
員 

濱
洲
大
心

〈
会
派
〉新
風
天
草

委
員 

五
通
俊
作

〈
会
派
〉公
明
党

●健康福祉部（健康福祉政策・子育て支援・高齢者支援など）
●病院事業部（市民病院など）
●教育委員会（学校教育・生涯学習など）
●福祉事務所

教育厚生委員会（6人）

委
員 

池
田
裕
之

〈
会
派
〉天
政
会

委
員 

脇
島
義
純

〈
会
派
〉天
政
会

委
員 

中
尾
友
二

〈
会
派
〉新
風
天
草

●経済部（産業政策・農業振興・農林整備・水産振興など）
●観光文化部（観光振興・文化振興など）
●建設部（建設・土木・都市計画・建築など）
●農業委員会

建設経済委員会（7人）

副
委
員
長 

浜
崎
義
昭

〈
会
派
〉日
本
共
産
党

委
員
長 

下
田
昇
一
郎

〈
会
派
〉市
民
ク
ラ
ブ

委
員 

平
山
泰
司

〈
会
派
〉政
友
会

委
員 

大
塚
基
生

〈
会
派
〉市
民
ク
ラ
ブ

天草市議会新体制の始動
所管 所管

所管 所管

　２人以上の所属議員を有する各
会派から推薦された委員で構成さ
れ、議会の運営に関すること、議
会の会議規則、委員会に関する条
例等に関すること、議長の諮問に関
することについて調査を行います。

予算決算委員会（25人）

　市議会のあり方など議会改革に関する
件の調査研究を行います。これまでに、
議会基本条例の制定に向けた審議やペー
パーレス化のためのタブレットを導入、
予算決算委員会の設置など、議会改革に
関する取り組みを行ってきました。

　予算と決算を連動させて継続的な視点で
審査を行えるよう平成28年第１回定例会で
設置されたもので、議長を除く議員（25人）
で構成されています。

議会改革調査特別委員会（９人）

委員長　濱洲　大心
副委員長　五通　俊作

議会運営委員会（９人）

委員長　勝木　幸生
副委員長　蓮池　良正
委　員　大塚　基生
委　員　平山　泰司
委　員　赤木　武男
委　員　中村三千人
委　員　中尾　友二
委　員　益田　政昭
委　員　前田　正之

議員全員で
　取り組む議会に！

若者が政治に参画
　できる環境づくりを！

　このたびの６月定例会におきま
して副議長に就任いたしました。
　市議会の役割は、市民の声を
市政に反映させることです。しか
し、議会の役割が見えにくいとの声を多く耳にしま
す。議会改革も少しずつ進んできておりますが、市
民に十分理解してもらうまでには至っていないのだ
と思います。市民との対話の機会を増やし、双方向
の意見をぶつけ合うことも重要ではないでしょうか。
　副議長は、議長のサポート役だけではありませ
ん。議会の活性化を図り、提案し続ける姿勢を維
持してこそ、真の役目を果たせるものと信じてい
ます。先進的な市議会では、市民の生活向上を目
ざして議会自らが条例をつくり、上程する活気あ
るところもあります。議員どうしが深く勉強して、
天草ならではの条例をつくれるように、傾聴の意
義を基本に、議員全員で取り組む議会を目ざした
いと思います。
　今後とも、市民の皆様からのご意見・ご要望も
お待ちしております。新型コロナウイルス感染症
に負けないよう、共に頑張りましょう。

　このたびの６月定例会におきま
して、天草市議会第８代議長に就
任いたしました。大変光栄に存じ
ますとともに、責任の重大さに一

段と身を引き締めているところでございます。
　議長の責務は、議員各位とともに市政の一翼を
担い、市民に信頼され、支持される開かれた議会
運営に尽力することだと考えております。その
ためには、議会改革は必要であり、さらなる若い
力が必要です。わが天草市は熊本県下で一番広い
面積ながら、県市町村民経済計算によりますと所
得は県下14市で最低ラインに位置しております。
　この状況を打破するためにも、20代・30代の
使命感に燃えた元気な若者が女性を含め立候補
しやすいような環境づくり、条件を完備しなけ
ればなりません。次世代を担う若者が政治に参
画できる機会を増やすための議論を、おおいに
活発化していく所存でございます。
　市民の皆様におかれましても、今後ともご理
解とご支持ご支援、ご協力をお願い申し上げご
挨拶といたします。

副議長  若山敬介 議長  浜崎昭臣



■QRコードで制度の詳細が確認できます。

令和２年
第４回定例会

こんなことを
話し合い
決めました

今回の議案は33件
※議案一覧は７ページに掲載。

▲表情豊かな宮地岳のかかし
　令和２年第４回定例会は、６
月９日（火）から６月26日（金）の
18日間の会期で行いました。
　条例の改正や補正予算などの
議案等が提出され、慎重審議の
結果、すべて原案どおり可決し
ました。
　今号では、この中から５件を
詳しく紹介します。

TOPICS

●報告 ……………  ８件
●条例 ……………  ６件
●その他 …………  ５件
●予算 ……………  ７件
●人事 ……………  ６件
●議員提出 ………  １件

「
か
か
し
祭
り
」を
起
点
に
に
ぎ
わ
い
の
場
、

観
光・地
域
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
期
待

 

内
容

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
売
上

げ
が
減
少
し
た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
事

業
継
続
の
強
力
な
支
援
と
し
て
、
売
上
げ
が
30
％
以
上
減

少
し
た
事
業
者
に
対
し
、
店
舗
等
の
賃
料
の
固
定
経
費
負

担
を
軽
減
す
る
支
援
を
実
施
す
る
た
め
、
補
正
す
る
。

 

質
疑

■問
家
賃
補
助
の
対
象
は
、ど
の
程
度
を
想
定
し
て
い
る
か
。

■答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い

る
飲
食
業
、
卸
売
業
、
小
売
業
や
製
造
業
の
平
成
28
年
度

経
済
セ
ン
サ
ス
の
事
業
所
数
が
２
，１
８
４
事
業
所
あ
り
、

本
渡
商
工
会
議
所
が
実
施
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
売
上
げ
減
少
率
が
30
％
以
上
と

回
答
し
た
事
業
者
が
55
％
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
対
象
事
業

者
数
を
１
，２
０
０
事
業
者
と
想
定
し
て
い
る
。

　
そ
の
う
ち
、
店
舗
等
を
賃
貸
し
て
い
る
事
業
者
を
４
割

と
想
定
し
、
補
助
対
象
事
業
者
を
５
０
０

事
業
者
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

担
当
課　
産
業
政
策
課

 

内
容

　
公
の
施
設
を
新
た
に
設
置
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
。宮
地
岳
地
区
に
お
い
て
近
年
注
目
を
浴
び
て
い
る「
か

か
し
祭
り
」。
こ
の
「
か
か
し
」
を
起
点
と
し
て
、
観
光

客
と
地
域
住
民
が
交
流
で
き
る
個
性
豊
か
な
に
ぎ
わ
い
の

場
を
創
出
す
る
。
ま
た
、
宮
地
岳
地
区
が
天
草
下
島
中
央

部
に
位
置
し
、
幹
線
国
道
沿
い
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
天

草
市
全
体
の
観
光
周
遊
を
促
す
情
報
発
信
基
地
と
し
て

「
道
の
駅
」
機
能
を
付
与
し
た
施
設
の
整
備
を
行
う
。

 

質
疑

■問
早
い
段
階
で
、
生
産
者
が
出
荷
で
き
る
産
品
や
、
年

間
を
通
じ
た
出
荷
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
把
握
し
て
お
く

べ
き
で
あ
る
。
今
後
、
出
荷
協
議
会
で
ど
う
い
っ
た
協
議

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

■答
昨
年
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
50
の
団
体
・
個
人
か
ら

農
産
品
や
加
工
品
の
出
荷
希
望
が
出
て
お
り
、
会
社
組
織

立
ち
上
げ
後
、
こ
の
一
覧
を
基
に
出
品
の
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、近
隣
に
も
意
識
調
査
に
回
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

■問
観
光
情
報
・
地
域
情
報
な
ど
提
供
施
設
に
お
け
る
観

光
情
報
の
発
信
方
法
と
、
天
草
宝
島
観
光
協
会
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
。

■答
市
に
お
い
て
管
理
を
行
う
同
施
設
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
は
じ
め
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
情
報
端
末
を
整
備
す

る
。
ソ
フ
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
る
観
光
協
会
と
も
連
携

を
図
り
、
天
草
下
島
の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
他
の
道
の

駅
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
周
遊
し
て
い
た
だ
く
計
画
で
あ

る
。

 

内
容

　
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
安
定
運
航

お
よ
び
経
営
改
善
を
図
る
た
め
、
世
界
的
な
運
航
乗
務

員
不
足
の
中
、
新
規
採
用
お
よ
び
現
員
乗
務
員
の
訓
練
・

審
査
費
用
等
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
地
域
航
空
と
し

て
運
航
乗
務
員
を
確
保
す
る
た
め
、
補
正
す
る
。

 

質
疑

■問
機
長
お
よ
び
副
操
縦
士
の
必
要
人
員
と
確
保
対
策
は
。

■答
今
後
も
安
定
し
た
運
航
を
図
る
た
め
に
は
、
機
長
、

副
操
縦
士
そ
れ
ぞ
れ
３
名
を
超
え
る
人
員
が
必
要
で
あ

る
。
乗
務
時
間
・
飛
行
回
数
に
応
じ
た
飛
行
勤
務
時
間

や
休
息
時
間
等
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

不
測
の
事
態
等
に
も
備
え
、
機
長
、
副
操
縦
士
と
も
に

４
名
体
制
に
し
た
い
。

　
ま
た
、
現
在
の
運
航
乗
務
員
数
は
、
機
長
３
名
、
副

操
縦
士
は
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
出
向
し
て
い

る
機
長
候
補
を
含
め
４
名
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
機
長
、

副
操
縦
士
と
も
に
４
名
体
制
と
す
る
た
め
、
機
長
候
補

１
名
、
副
操
縦
士
候
補
１
名
を
募
集
し
て
い
る
。

　
な
お
、
機
長
候
補
に
つ
い
て
は
、
元
天
草
エ
ア
ラ
イ

ン
の
機
長
を
採
用
の
予
定
で
あ
り
、
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ

ー
タ
ー
か
ら
出
向
し
て
い
る
機
長
候
補
が
来
年
４
月
以

降
、
同
社
に
戻
ら
れ
て
も
４
名
体
制
を
確
保
で
き
る
。

新
規
・
現
員
の
運
航
乗
務
員
の
訓
練
等
に
係
る

経
費
補
助
と
し
て
８
３
２
万
５
千
円
を
増
額

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
の
安
定
運
航

等
を
図
る
た
め
の
経
費
を
補
助

市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
主
等
へ
の

家
賃
補
助
と
し
て
７
，５
０
０
万
円
を
増
額

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

支
援
と
し
て
市
内
店
舗
等
の

家
賃
を
補
助

宮
地
岳
観
光
交
流
施
設

か
か
し
の
里
条
例
を

制
定

　
４
億
１
，６
３
６
万
７
千
円
を
増
額
し
、総
額
６
１
６
億

６
，１
４
５
万
７
千
円
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
３
億
６
６
７
万
２
千
円
を
増
額
し
、総
額
６
１
９
億
６
，

８
１
２
万
９
千
円
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

補助対象者　法人の場合は本店の所在地、個人
の場合は住所地を市内に有する中
小・小規模事業者（売上げが前年同
月比で30％以上減少した事業者）

補助対象経費　店舗等の事業用家屋の賃料
補 助 額 等　4・5月分の賃料の支払いに対し

て２/３以内の額を補助
　　　　　　１店舗に15万円を上限（月７万

５千円上限）
申請受付期間　令和２年８月31日まで

【緊急家賃支援補助金の概要】

あまくさ市議会だより 5 あまくさ市議会だより 4



ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
の
た
め

１
億
２
７
１
万
７
千
円
増
額

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

ひ
と
り
親
世
帯
へ
臨
時
特
別
給
付
金

を
支
給

　
１
億
２
７
１
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
６
２
０
億
７
，０
８
４

万
６
千
円
と
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）が
提
出
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

 

内
容

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
親

世
帯
に
対
し
、
臨
時
特
別
給
付
金
を
早
期
に
支
給
す
る
た
め
、
補
正

す
る
。

■
支
給
額　
１
世
帯
あ
た
り
５
万
円（
第
２
子
以
降
は
１
人
あ
た
り
３
万
円

を
加
算
）。※

収
入
が
大
き
く
減
少
し
た
世
帯
に
は
さ
ら
に
５
万
円
を
追
加
給
付
。

 

質
疑

■問
対
象
者
の
具
体
的
な
説
明
を
。

■答
令
和
２
年
６
月
分
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
ほ
か
、
ひ
と
り
親
世

帯
で
公
的
年
金
受
給
者
な
ど
年
収
が
支
給
基
準
額（
３
６
５
万
円
）を

下
回
る
方
や
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
同
年
２
月
以

降
の
年
収
の
見
込
み
が
支
給
基
準
額（
３
６
５
万
円
）を
下
回
る
方
が

対
象
と
な
る
。

■問
申
請
方
法
や
申
請
期
間
は
。

■答
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
基
本
給
付
の
み
が
申
請
不

要
で
、
そ
の
ほ
か
は
い
ず
れ
も
申
請
が
必
要
で
あ
る
。

■
申
請
期
間

•

児
童
扶
養
手
当
受
給
者…

令
和
２
年
８
月
３
日
〜
同
３
年
２
月
28
日

•

そ
の
ほ
か
の
対
象
者…

令
和
２
年
８
月
17
日
〜
同
３
年
２
月
28
日

　

担
当
課　
子
育
て
支
援
課

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

傷
病
手
当
金
を
５
０
０
万
円
追
加

令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

国
民
健
康
保
険
に
傷
病
手
当
金
を

新
設

　
５
０
０
万
円
を
追
加
し
、総
額
１
２
４
億
７
，２
５
９
万
２
千
円
と

す
る
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
が
提
出
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

 

内
容

　
国
保
の
加
入
者
で
雇
わ
れ
て
い
る
人
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
療
養
の
た
め
、４
日
以
上
仕
事
を
休
ん
だ
場
合
、４
日
目
以
降

の
就
労
予
定
日
に
つ
い
て
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
た
め
、補
正
す

る
。最
長
１
年
６
カ
月
ま
で
。

 

質
疑

■問
被
保
険
者
へ
の
周
知
の

方
法
は
。

■答
ま
ず
は
、
市
政
だ
よ
り

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
す
る
。
そ
の
ほ
か
に
、

天
草
保
健
所
や
医
療
機

関
、
商
工
会
議
所
、
商
工

会
な
ど
、
関
係
団
体
に
も

情
報
提
供
を
行
い
、連
携

し
な
が
ら
周
知
を
し
た
い
。

　

担
当
課　

国
保
年
金
課

対 象 者　•給与収入のある国保加入者（青色/白
色事業専従者を含む）

　　　　　•新型コロナウイルス感染症（疑いも含
む）の療養のため、４日以上仕事を休
み、給与などの全部または一部が受け
取れない

支給額等　直近の継続した３カ月間の給与収入の
合計÷就労日数×２/３×支給対象となる
日数

※上限額：日額30,887円（令和２年３月現在）
※令和２年１月１日から適用

あまくさ市議会だより 7 あまくさ市議会だより 6

令和２年 第４回定例会■QRコードで制度の詳細が確認できます。

令和２年度天草市一般会計補正予算（第５号）

令和２年第４回天草市議会（定例会）議案等

賛否表議第６６号

※電子表決システムによる採決により賛否が分かれたものに限ります。（○は賛成、×は反対）  ※浜崎昭臣議員は議長職のため、表決には加わりません。

会派名 新風天草 天政会 市民クラブ 政友会 日本共産党 公明党 無会派

表決数 結果
議員名

尾
中

　

二
友

中
田

　
　

茂 郎
一
源
賀
古
洲
濱

　

心
大

田
前

　

之
正

口
門

　
　

徹 人
千
三
村
中
島
脇

　

純
義

田
池

　

之
裕

木
勝

　

生
幸

戸
鶴

　

啓
継

塚
大

　

生
基

田
益

　

昭
政
郎
一
昇
田
下
嶋
五

　

彦
善

井
澤

　

富
一

山
平

　

司
泰

辺
船

　
　

修

田
柴

　
　

誠

池
蓮

　

正
良

崎
浜

　

昭
義

木
赤

　

男
武

通
五

　

作
俊

崎
浜

　

臣
昭

山
若

　

介
敬
郎
一
幸
下
宮
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令
和
２
年
９
月
定
例
会

　
　

 
会
期
日
程（
予
定
）

期
　
日

会
　
議

程
日
事
議

㊋
日
１
月
９

議
会
本

㊎
日
４
月
９

議
会
本

㊊
日
７
月
９

休　
会

㊋
日
８
月
９

休　
会

㊌
日
９
月
９

休　
会

月
９

14

㊊
日

会

休

月
９

15

㊋
日

会

休

月
９

16

㊌
日

会

休

月
９

17

㊍
日

会

休

月
９

23

㊌
日

議
会
本

月
９

24

㊍
日

議
会
本

月
９

25

㊎
日

議
会
本

月
９

28

㊊
日

議
会
本

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

報告第２号 専決処分事項の報告について（公用車の交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定めるもの） ― ―

報告第３号 繰越明許費繰越計算書の報告について（令和元年度天草市一般会計）（宮地岳観光交流施設整備事業など 23事業、
総額1,646,612,482円を令和2年度に繰り越すもの） ― ―

報告第４号 繰越計算書の報告について（令和元年度天草市病院事業会計）（牛深市民病院空調設備改修事業など２事業、総
額350,000,000円を令和2年度に繰り越すもの） ― ―

報告第５号 繰越計算書の報告について（令和元年度天草市下水道事業会計）（本渡浄化センター沈砂池電気設備改築事業な
ど６事業、総額175,000,000円を令和2年度に繰り越すもの） ― ―

報告第６号
～９号

一般財団法人天草下島北部地域観光振興公社、株式会社うしぶか、株式会社プラスファイブ、有限会社愛夢里の
経営状況の報告について ― ―

議第56号 天草市税条例の一部を改正する条例の制定について（地方税法の一部改正に伴い、条例を改正するもの） 市民生活 原案可決

議第57号 天草市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について（地方税法の一部改正に伴い、条例を改正するもの）市民生活 原案可決

議第58号 天草市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について（地方税法の一部改正に伴い、条例を改正する
もの） 市民生活 原案可決

議第59号 天草市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について（傷病手当金を支給することに伴い、条例を改正
するもの） 市民生活 原案可決

議第60号 天草市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について（後期高齢者医療における傷病手当金
の支給に伴い、条例を改正するもの） 市民生活 原案可決

議第61号 天草市宮地岳観光交流施設かかしの里条例の制定について（公の施設を新たに設置するため、条例を制定するも
の） 建設経済 原案可決

議第62号 指定管理者の指定について（在宅介護支援サテライト施設うしぶか）（「在宅介護支援サテライト施設うしぶか」
の指定管理者を指定するため、議会の議決を求めるもの） 教育厚生 原案可決

議第63号 公有水面埋立免許に関する意見を述べることについて（志柿町の国道324号地域連携推進改築工事に伴い、公有
水面埋立て許可に関する意見を述べるため、議会の議決を求めるもの） 建設経済 原案可決

議第64号 市道路線の認定及び廃止について（２路線の認定及び１路線の廃止に伴い、議会の議決を求めるもの） 建設経済 原案可決

議第65号 令和２年度天草市一般会計補正予算（第４号） 付託省略 原案可決

議第66号 令和２年度天草市一般会計補正予算（第５号） 予算決算 原案可決

議第67号 令和２年度天草市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決

議第68号 令和２年度天草市国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決

議第69号 令和２年度天草市斎場事業特別会計補正予算（第１号） 予算決算 原案可決

議第70号 令和２年度天草市病院事業会計補正予算（第２号） 予算決算 原案可決

議第71号 工事請負契約の締結について（（都）今釜本渡港線橋梁（A2橋台）工事に係る請負契約の締結について、議会の
議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第72号 工事請負契約の締結について（（都）今釜本渡港線橋梁（Ａ1橋台、Ｐ1橋脚）工事に係る請負契約の締結について、
議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第73号 令和２年度天草市一般会計補正予算（第６号） 付託省略 原案可決

議第74号
～75号 教育委員会委員の任命について（行合八恵子氏〔天草町〕、岩﨑あゆみ氏〔本町〕） 付託省略 同意

議第76号
～79号

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（原田彰子氏〔浜崎町〕、福島律子氏〔志柿町〕、
浦﨑信子氏〔深海町〕、松本和美氏〔栖本町〕） 付託省略 同意

議員提出
第２号 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書の提出について 付託省略 原案可決

６月26日に関係
大臣等へ送付

開
会

提
案
理
由
の
説
明

質
疑

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

委
員
長
報
告・討
論

採
決　
閉
会

市
民
生
活
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

総
務
政
策
委
員
会

教
育
厚
生
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会

（
補
正
予
算
）

予
算
決
算
委
員
会

（
総
務
政
策
委
員
会
関
係
）

予
算
決
算
委
員
会

（
市
民
生
活
委
員
会
関
係
）

予
算
決
算
委
員
会

（
建
設
経
済
委
員
会
関
係
）

予
算
決
算
委
員
会

（
教
育
厚
生
委
員
会
関
係
）



専決処分事項の承認について（天草市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 賛否表議第４８号

9 8あまくさ市議会だより あまくさ市議会だより

※令和２年第２回定例会終了後から令和２年第４回定例会までの間に開催された本会議および委員会への出欠状況を掲載しています。
※「○」は出席、「△」は遅参・早退等、「×」は欠席、「＼」は所属外、「委」は委員長、「副」は副委員長を表しています。

本会議、常任委員会などの議員出欠状況 　令和２年天草市議会第３回臨時会が５月14日に開催され、専
決処分事項の承認についてや補正予算など13件の議案等が提出
され、原案どおり可決されました。

●令和２年第３回臨時会議案等

【議第52号】専決処分事項の承認について（令和２年度天草市一般会計補正予算第２号）
  80億9,314万６千円を追加し、609億5,150万円に
　特別定額給付金事業で、市民１人あたり10万円を給付し、家計への支援を行う緊急対応策として、
専決により補正する。
【議第53号】専決処分事項の承認について（令和２年度天草市病院事業会計補正予算第１号）
　収益的収入および支出1,113万円、資本的収入および支出2,887万円を増額
　防護服、使い捨て給食食器や重症患者治療に要するレントゲン撮影装置および人工呼吸器等の購入
費を専決により補正する。
【議第54号】令和２年度天草市一般会計補正予算（第３号）
  ２億9,359万円を追加し、612億4,509万円に
　中小企業・小規模事業者緊急支援として、緊急支援資金利子補給金や事業継続支援給付金など、２
億8,156万円を補正する。

令和２年
第３回臨時会

新型コロナウイルス感染症対策および事業者向け支援などに関する補正の主な内容

※電子表決システムによる採決により賛否が分かれたものに限ります。（○は賛成、×は反対）
※古賀源一郎議員は臨時会時は議長職のため、表決には加わりません。

※古賀源一郎前議長と船辺修前副議長は、委員外議員として出席。

※浜崎昭臣議長と若山敬介副議長は、委員外議員として出席。

会派名 天政会 市民クラブ 政友会 新風天草 日本共産党 公明党 無会派

表決数 結果
議員名

田
池

　

之
裕

島
脇

　

純
義
人
千
三
村
中
木
勝

　

生
幸

戸
鶴

　

啓
継

塚
大

　

生
基

田
益

　

昭
政
郎
一
昇
田
下
嶋
五

　

彦
善

井
澤

　

富
一

崎
浜

　

臣
昭

山
平

　

司
泰

辺
船

　
　

修

田
柴

　
　

誠

尾
中

　

二
友

中
田

　
　

茂

洲
濱

　

心
大

田
前

　

之
正

池
蓮

　

正
良

崎
浜

　

昭
義

木
赤

　

男
武

通
五

　

作
俊
郎
一
源
賀
古
山
若

　

介
敬
郎
一
幸
下
宮

口
門

　
　

徹
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【本会議・常任委員会・全員協議会等】

【議会運営委員会】

【議会改革調査特別委員会】

【会派代表者会議】

【広報広聴委員会】

開催日 委員名

総務政策常任委員会 市民生活常任委員会 建設経済常任委員会 教育厚生常任委員会
委 副 委 副 委 副 委 副

人
千
三
村
中
山
若

　

介
敬

崎
浜

　

臣
昭

塚
大

　

生
基
郎
一
幸
下
宮
田
前

　

之
正

通
五

　

作
俊
郎
一
昇
田
下
田
柴

　
　

誠

池
蓮

　

正
良

木
勝

　

生
幸

洲
濱

　

心
大

口
門

　
　

徹

中
田

　
　

茂

崎
浜

　

昭
義

山
平

　

司
泰

田
池

　

之
裕

木
赤

　

男
武
郎
一
源
賀
古
嶋
五

　

彦
善

尾
中

　

二
友

戸
鶴

　

啓
継

島
脇

　

純
義

辺
船

　
　

修

田
益

　

昭
政

井
澤

　

富
一

５月14日 第３回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

総務政策常任委員会 市民生活常任委員会 建設経済常任委員会 教育厚生常任委員会
委 副 委 副 委 副 委 副

田
前

　

之
正

口
門

　
　

徹

崎
浜

　

臣
昭

木
赤

　

男
武
人
千
三
村
中

郎
一
幸
下
宮
井
澤

　

富
一

田
柴

　
　

誠

木
勝

　

生
幸

中
田

　
　

茂

山
若

　

介
敬
郎
一
源
賀
古
田
益

　

昭
政
郎
一
昇
田
下
崎
浜

　

昭
義

塚
大

　

生
基

山
平

　

司
泰

島
脇

　

純
義

田
池

　

之
裕

尾
中

　

二
友

戸
鶴

　

啓
継

嶋
五

　

彦
善

辺
船

　
　

修

池
蓮

　

正
良

洲
濱

　

心
大

通
五

　

作
俊

第４回定例会　本会議（開会、提案理由
の説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月 ９日

６月 ９日
常任委員会（総務政策・市民生活・建設
経済・教育厚生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月12日 本会議（質疑） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月15日・
16日　

常任委員会（総務政策・市民生活・建設
経済・教育厚生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月17日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月22日 本会議（一般質問１日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月22日 常任委員会（総務政策） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月23日 本会議（一般質問２日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月26日 本会議（委員長報告・討論・採決、閉会） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副 議長 副議長

田
池

　

之
裕

池
蓮

　

正
良

崎
浜

　

臣
昭

塚
大

　

生
基

中
田

　
　

茂

木
赤

　

男
武

戸
鶴

　

啓
継

田
益

　

昭
政
郎
一
源
賀
古
辺
船

　
　

修
５月12日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月１日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月９日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副

木
勝

　

生
幸

池
蓮

　

正
良

塚
大

　

生
基

山
平

　

司
泰

木
赤

　

男
武
人
千
三
村
中
尾
中

　

二
友

田
益

　

昭
政

田
前

　

之
正

崎
浜

　

臣
昭

山
若
　

介
敬

６月 ９日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月12日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月17日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月23日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

天政 市民 政友 新風 共産 公明議長 副議長

田
池

　

之
裕

塚
大

　

生
基

崎
浜

　

臣
昭

山
平

　

司
泰

尾
中

　

二
友

池
蓮

　

正
良

木
赤

　

男
武

郎
一
源
賀
古

辺
船

　
　

修
４月 ８日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○
４月27日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○
５月14日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○
５月27日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○

定額給付金の申請は８月17日まで
議長 副議長

洲
濱

心
大

戸
鶴

啓
継
郎
一
昇
田
下
田
柴

誠

通
五

作
俊

嶋
五

彦
善

木
勝

生
幸

６月 ９日 議会改革調査特別委員会 ○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副

開催日 委員名

６月12日 広報広聴委員会
６月17日 広報広聴委員会

委 副

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

口
門

徹

池
蓮

正
良

通
五

作
俊

戸
鶴

啓
継

郎
一
昇
田
下

田
柴

誠

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

報告第１号 専決処分事項の報告について（公用車の交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定めることについて、専決処分したの
で、議会に報告するもの） ― ―

議第44号 専決処分事項の承認について（天草市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例）（令和2年3月27日に非常勤
消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部が改正され、4月1日から施行されるため、専決処分したもの） 付託省略 承認

議第45号 専決処分事項の承認について（天草市介護保険条例の一部を改正する条例）（令和2年3月30日に介護保険法施行令の一
部が改正され、4月1日から施行されるため、専決処分したもの） 付託省略 承認

議第46号 専決処分事項の承認について（天草市税条例等の一部を改正する条例）（令和2年3月31日に地方税法の一部が改正され、
4月1日から施行されるため、専決処分したもの） 付託省略 承認

議第47号 専決処分事項の承認について（天草市都市計画税条例の一部を改正する条例）（令和2年3月31日に地方税法の一部が改
正され、4月1日から施行されるため、専決処分したもの） 付託省略 承認

議第48号 専決処分事項の承認について（天草市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）（令和2年3月31日に地方税法施行令
の一部が改正され、4月1日から施行されるため、専決処分したもの） 付託省略 承認

議第49号 専決処分事項の承認について（訴えの提起）（支払督促の申立てを行ったところ、相手方から督促異議の申立てがあっ
たため、専決処分したもの） 付託省略 承認

議第50号 専決処分事項の承認について（令和元年度天草市一般会計補正予算第11号）（新型コロナウイルス感染症に関する緊急
対応策の経費として専決処分したため、議会の承認を求めるもの） 付託省略 承認

議第51号 専決処分事項の承認について（令和２年度天草市一般会計補正予算第１号）（新型コロナウイルス感染症に関する緊急
対応策の経費として専決処分したため、議会の承認を求めるもの） 付託省略 承認

議第52号 専決処分事項の承認について（令和２年度天草市一般会計補正予算第２号）（新型コロナウイルス感染症に関する緊急
対応策の経費として専決処分したため、議会の承認を求めるもの） 付託省略 承認

議第53号 専決処分事項の承認について（令和２年度天草市病院事業会計補正予算第１号）（新型コロナウイルス感染症に関する
緊急対応策の経費として専決処分したため、議会の承認を求めるもの） 付託省略 承認

議第54号 令和２年度天草市一般会計補正予算（第３号） 付託省略 原案可決

議第55号 固定資産評価員の選任について（谷樹氏〔河浦町〕）（新たに評価員を選任するもの） 付託省略 同意

開催日 委員名

議長 副議長 新風 天政 市民 政友 共産 公明

崎
浜

　

臣
昭

山
若

　

介
敬

尾
中

　

二
友

人
千
三
村
中

塚
大

　

生
基

山
平

　

司
泰

池
蓮

　

正
良

木
赤

　

男
武

６月 ９日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月22日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副

田
柴

　
　

誠 郎
一
昇
田
下
池
蓮

　

正
良

洲
濱

　

心
大

戸
鶴

　

啓
継

通
五

　

作
俊

口
門

　
　

徹
３月31日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
４月 ９日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

○

口
門

徹

崎
浜

昭
義



QRコードで質問の動画が見られます。

あまくさ市議会だより 11 あまくさ市議会だより 10

　一般質問が６月22日、23日の２日間で行わ
れ、８人の議員が質問に立ちました。
※掲載原稿は質問した議員本人が要約したものです。

QRコードで質問の動画が見られます。
一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

■五嶋  

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
感

染
症
の
世
界
的
流
行
に
よ
り
、
日
本
社

会
は
、
都
市
部
で
の
一
極
集
中
の
問
題

や
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
の
加
速
、
他
国
へ

の
依
存
の
在
り
方
な
ど
、
大
き
な
見
直

し
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
地
域
社
会
に
お

い
て
も
大
き
な
変
貌
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
中
で
、
市
政
全
般
に
お
け
る
方
向
性

の
修
正
が
必
要
と
思
う
が
。

■市長  

市
政
が
目
ざ
す
べ
き
姿
、
将
来

像
を
実
現
す
る
た
め
の
方
針
は
継
続
す

る
が
、
手
段
や
方
法
の
修
正
、
新
た
な

取
り
組
み
、
立
案
も
必
要
と
な
っ
て
く

る
。■五嶋  

一
極
集
中
か
ら
地
方
へ
の
分

散
、
家
（
地
方
）
に
い
て
仕
事
を
す
る

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
は
、
本
市
の
重
点
事

業
で
あ
る
移
住・定
住
促
進
に
と
っ
て
、

歓
迎
す
べ
き
状
況
で
あ
る
が
、
優
良
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境
の
必
要
性

が
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
た
。
周
辺

地
域
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

環
境
の
格
差
是
正
を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

■市長  
格
差
是
正
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
回
、

国
の
第
２
次
補
正
を
受
け
て
、
状
況
が

整
え
ば
前
倒
し
し
て
、
令
和
３
年
度
に

は
整
備
を
完
了
し
た
い
。

■五嶋  

国
が
提
唱
し
て
い
る
「
ス
ー

パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
（
※
）」
が
法
改
正
に

よ
り
、
実
現
可
能
と
な
っ
た
が
、
本
市

の
対
応
は
。

■市長  

過
疎
化
や
高
齢
化
な
ど
市
課
題

の
解
決
策
と
し
て
検
討
し
た
い
。
現
時

点
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
「
人

と
人
の
支
え
」
に
よ
る
豊
か
な
生
活
を

目
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
※
）
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
と
は
生
活
全
般
を

ス
マ
ー
ト
化
し
た
「
ま
る
ご
と
未
来
都
市
」
の

実
現
を
地
域
と
事
業
者
と
国
が
一
体
と
な
っ
て

目
ざ
す
取
り
組
み
。

■赤木  

小
・
中
学
校
の
休
業
影
響
と「
学

び
の
保
障
」、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
可

能
性
お
よ
び
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

（
※
２
）
の
推
進
の
取
り
組
み
は
。

■教育部長  「
学
び
の
保
障
」は
特
に
小
・

中
学
校
最
終
学
年
の
学
習
の
遅
れ
を
取

り
戻
す
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
中
学

３
年
生
は
、
指
導
計
画
を
見
直
し
、
高

校
入
試
に
は
県
教
育
委
員
会
か
ら
示
さ

れ
る
出
題
範
囲
を
考
慮
し
、
年
間
を
通

し
て
授
業
の
充
実
を
図
る
。

■市長  

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
１
人
１
台
配
備

に
つ
い
て
は
、
今
回
国
が
補
正
予
算
を

打
ち
出
し
て
お
り
、
有
利
な
財
源
を
活

用
し
、
次
年
度
に
は
配
備
し
た
い
。

■赤木  

市
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
光
ケ
ー

ブ
ル
の
今
後
の
運
用
と
未
整
備
地
域
へ

の
取
り
組
み
は
。

■総合政策部長  

市
公
共
施
設
や
Ｔ
Ｖ

放
送
難
視
聴
地
区
、
医
療
機
関
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
に
活
用
さ
れ
、
今
後
も
情
報

通
信
基
盤
の
整
備
や
活
用
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
未
整
備
地
域
の
整
備
を
本

年
度
前
倒
し
で
取
り
組
み
、
次
年
度
に

は
完
了
し
た
い
。

■赤木  

特
別
定
額
給
付
金
は
漏
れ
な
く

全
世
帯
へ
の
支
給
を
。

■健康福祉部長  

現
在
の
支
給
状
況
は
、

世
帯
で
96
・
4
％
、
未
申
請
は
約
９
８

０
世
帯
。
関
係
部
署
と
協
力
し
、
全
世

帯
に
対
し
申
請
支
援
に
取
り
組
む
。

■赤木  

手
間
や
費
用
を
か
け
ず
に
高
い

政
策
効
果
が
あ
る
「
ナ
ッ
ジ
理
論
」
の

活
用
を
。■総務部長  

活
用
事
例
等
の
効
果
を
検

証
し
、
よ
り
効
果
的
な
研
修
を
実
施
し

職
員
力
・
組
織
力
向
上
を
図
る
。

（
※
１
）ナ
ッ
ジ
は「
そ
っ
と
後
押
し
を
す
る
」と
の
意
味
。

（
※
２
）Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は
義
務
教
育
を

受
け
る
児
童
生
徒
の
た
め
に
、
学
習
用
端
末
と
高
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
な
ど
を
整
備
す
る
計
画
の
こ

と
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

　
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

　（
特
に
水
産
業
・
養
殖
業
に
つ
い
て
）

３  

柴
田 

誠 （
政
友
会
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
て

●
政
策
手
法
「
ナ
ッ
ジ  

理
論
」
の

　
活
用
に
つ
い
て

２  

赤
木 

武
男 （
公
明
党
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
収
束
後
の
地
域

　
社
会
の
在
り
方
と
対
応
に
つ
い
て

１  

五
嶋 

善
彦 （
市
民
ク
ラ
ブ
）

■柴田  

基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
、

特
に
養
殖
業
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
対

策
、支
援
を
今
ま
で
行
っ
て
き
た
の
か
。

今
後
の
支
援
、
ま
た
、
市
だ
け
で
は
、

財
源
的
に
も
厳
し
い
部
分
が
あ
る
が
、

国
や
県
に
対
し
必
要
に
応
じ
要
望
を
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
ど
の
よ
う
な

考
え
か
。

■市長  

水
産
業
、
特
に
養
殖
業
に
つ
い

て
は
、
本
市
に
と
っ
て
重
要
な
基
幹
産

業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
養
殖
マ

ダ
イ
の
生
産
量
は
平
成
30
年
度
の
農
林

水
産
統
計
に
よ
る
と
、
熊
本
県
は
８
，

６
８
４
ト
ン
で
あ
り
、
愛
媛
県
に
次
い

で
全
国
２
位
。
こ
の
う
ち
本
市
の
生
産

量
は
６
，９
１
９
ト
ン
で
あ
り
、
県
内

の
８
割
を
占
め
、
全
国
で
も
有
数
の
養

殖
マ
ダ
イ
の
生
産
地
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
、

支
援
を
実
施
し
、
養
殖
業
の
振
興
を

図
っ
て
き
た
。特
に
御
所
浦
地
区
で
は
、

養
殖
業
は
極
め
て
重
要
な
産
業
で
、
昨

年
度
か
ら
、
国
の
離
島
活
性
化
交
付
金

を
活
用
し
た
「
水
産
物
輸
送
費
支
援
事

業
」
に
よ
り
水
産
物
の
海
上
輸
送
費
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

私
も
昨
年
か
ら
「
全
国
漁
港
漁
場
協

会
」
の
副
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
協
会

と
し
て
、
水
産
庁
と
一
緒
に
な
っ
て
、

予
算
獲
得
に
向
け
た
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
水
産
業
全
般
に
つ
い

て
意
見
を
申
し
上
げ
る
立
場
で
も
あ

り
、
関
係
団
体
の
皆
様
方
と
一
緒
に

な
っ
て
国
や
県
に
対
し
て
強
く
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
く
。

■柴田  

引
き
続
き
「
強
力
な
経
済
対

策
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

（※1）

▲都市部での移住相談会のようす

号
番
告
通

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

１

嶋
五
　

彦
善

と
方
り
在
の
会
社
域
地
の
後
束
収
症
染
感
ナ
ロ
コ
型
新
①

て
い
つ
に
応
対

２

木
赤
　

男
武

て
し
連
関
に
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新
①

３

田
柴

　
　

誠

る
す
対
に
響
影
の
ス
ル
イ
ウ
ナ
ロ
コ
型
新
①

　

て
い
つ
に
応
対

４

池
蓮
　

正
良

道
の
へ
化
ロ
ゼ
量
出
排
２
Ｏ
Ｃ
②

を
会
機
ぶ
学
を
性
特
や
史
歴
の
土
郷
ら
か
等
者
齢
高
③

　

５

通
五
　

作
俊

て
い
つ
に
道
市
②

６

洲
濱
　

心
大

て
い
つ
に
境
環
育
教
の
後
今
る
け
お
に
校
学
中・
小
①

７

崎
浜
　

昭
義

て
い
つ
に
域
区
画
計
市
都
①

に
め
た
の
化
性
活
済
経
の
市
草
天
②

８

郎
一
昇
田
下

て
い
つ
に
育
教
の
後
今
る
け
お
に
禍
ナ
ロ
コ
①

ページP10P11P11P12P12P13P13P14
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■五通  

こ
れ
か
ら
の
介
護
職
員
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
）
の
労
働
環
境
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
長
の
所

見
を
伺
う
。

■市長  

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
魅
力

あ
る
職
場
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
、 

人

材
確
保
に
つ
な
が
る
重
要
な
要
因
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、

介
護
現
場
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、

本
市
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ

り
、
介
護
職
員
の
年
齢
構
成
が
、
高
年

齢
化
し
て
い
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　

介
護
人
材
の
確
保
と
し
て
は
、
事
業

所
の
皆
様
の
職
場
環
境
改
善
の
取
り
組

み
や
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
が
重
要
と

考
え
る
が
、
本
市
と
し
て
は
「
健
康
寿

命
の
延
伸
」
や
「
地
域
支
え
合
い
活
動

の
推
進
」
の
視
点
か
ら
も
、
介
護
人
材

の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。■五通  

二
浦
町
早
浦
〜
河
浦
町
今
富
四

名
田
の
路
線
の
二
浦
町
部
分
は
農
道
、

河
浦
町
部
分
は
市
道
と
聞
く
が
、
現
状

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。
こ
の

よ
う
な
道
路
を
、
農
道
か
ら
市
道
へ
の

認
定
は
で
き
な
い
か
、
市
の
考
え
を
伺

う
。■市長  

本
線
は
、
現
状
で
は
農
道
と

な
っ
て
い
る
が
、
二
浦
町
早
浦
地
区
と

河
浦
町
今
富
四
名
田
地
区
を
結
ぶ
生
活

道
路
で
あ
り
、
も
と
も
と
市
道
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
再
度
市
道
に
認
定
す
る

こ
と
に
問
題
な
い
と
考
え
て
お
り
、
準

備
が
整
い
し
だ
い
、
市
道
の
認
定
に
つ

い
て
議
会
に
上
程
し
た
い
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

●
市
道
に
つ
い
て

５  

五
通 

俊
作 （
公
明
党
）

●
都
市
計
画
税  

に
つ
い
て

●
天
草
市
の
経
済
活
性
化
の
た
め
に

７  

浜
崎 

義
昭 （
日
本
共
産
党
）

■浜崎  

都
市
計
画
区
域
内
に
住
む
方
々

か
ら
「
都
市
計
画
税
を
支
払
っ
て
い
る

が
ど
こ
が
良
く
な
っ
た
の
か
わ
か
ら
な

い
」、「
な
ぜ
私
た
ち
だ
け
が
、
都
市
計

画
税
を
支
払
っ
て
い
る
の
か
教
え
て
ほ

し
い
」、「
都
市
計
画
区
域
は
何
の
た
め

に
指
定
さ
れ
た
の
か
」、「
都
市
計
画
税

を
支
払
っ
て
い
な
い
地
域
も
あ
る
の

か
」、「
農
地
に
も
都
市
計
画
税
は
か
か

る
の
か
」、「
農
地
や
山
林
に
も
都
市
計

画
税
は
な
ぜ
か
か
る
の
か
」
と
い
っ
た

素
朴
な
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。さ
ら
に
、

牛
深
地
域
か
ら
は
、「
収
入
も
年
金
し

か
な
く
固
定
資
産
税
と
同
時
に
都
市
計

画
税
の
負
担
は
厳
し
い
、
若
い
時
の
よ

う
に
働
い
て
稼
い
で
い
た
時
な
ら
、
ど

う
に
か
支
払
え
た
け
ど
支
払
い
が
厳
し

い
」
と
の
声
も
あ
る
。
不
公
平
税
制
の

都
市
計
画
税
を
な
く
す
よ
う
要
望
。

■市長  

都
市
計
画
税
を
な
く
す
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

■浜崎  

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
の
自

粛
要
請
で
各
業
種
に
与
え
た
経
済
へ
の

影
響
は
大
き
い
。
企
業
活
動
へ
の
影
響

は
、
７
割
以
上
の
人
が
売
上
げ
へ
の
影

響
を
既
に
感
じ
て
い
る
と
の
調
査
が
出

て
い
る
。
今
回
の
経
験
を
生
か
し
て
、

天
草
の
資
源
を
生
か
し
た
６
次
産
業
化

「
加
工
場
（
長
期
保
存
食
品
）」
の
推
進

で
新
た
な
感
染
病
な
ど
が
再
度
来
て
も

十
分
対
応
で
き
る
経
済
体
制
づ
く
り
が

必
要
。
今
以
上
の
６
次
産
業
化
の
推
進

を
要
望
。■経済部長  

６
次
産
業
化
の
推
進
を
行

っ
て
い
く
。

（
※
）
都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
区
内
の
必
要

な
道
路
や
公
園
な
ど
の
整
備
を
す
る
た
め
の
目

的
税
。

●
小・中
学
校
に
お
け
る

　
今
後
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

６  

濱
洲 

大
心 （
新
風
天
草
）

●
高
齢
者
等
か
ら
郷
土
の
歴
史
や
特
性
を

　
学
び
合
う
機
会
の
設
定

　（
天
草
の
山
林
地
域
へ
の
関
心
と
有
効
な
保
全
策
の
構
築
）

４  

蓮
池 

良
正 （
日
本
共
産
党
）

■蓮池  
森
林
環
境
譲
与
税
徴
収
を
契
機

に
、
林
業
活
動
に
携
わ
る
方
々
を
直
接

支
援
す
る
こ
と
を
含
め
て
、
ど
の
よ
う

な
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

現
状
で
の
課
題
は
。

■農林整備課長  
平
成
29
年
度
か
ら
新

規
林
業
就
業
者
支
援
事
業
に
よ
り
、
林

業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
の
た
め
、
２

人
の
新
規
林
業
担
い
手
の
方
に
、
林
業

定
着
支
援
給
付
金
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　

現
状
は
、
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
に

よ
る
経
営
意
識
の
低
下
や
木
材
販
売
価

格
の
低
迷
に
よ
り
、
林
業
経
営
体
の
減

少
等
が
顕
著
で
、
森
林
の
適
切
な
経
営

管
理
と
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

林
業
活
性
化
へ
の
新
た
な
取
り
組
み
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
令
和
元
年
度
創

設
の
森
林
管
理
制
度
に
よ
り
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
、
森
林
所
有
者
の

意
向
調
査
や
森
林
所
有
者
と
林
業
経
営

体
を
つ
な
ぐ
森
林
バ
ン
ク
制
度
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

今
後
は
こ
の
意
向
を
基
に
、
同
制
度

の
活
用
や
市
が
経
営
委
託
を
行
う
な

ど
、
森
林
の
適
正
管
理
を
推
進
し
て
い

く
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
、
森
林
関
係
団
体
と
の
意
見
交

換
や
県
と
協
議
し
、
林
業
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
事
業
な
ど
新
た
な
事
業
を
検

討
し
て
い
く
。

■濱洲  

臨
時
休
校
で
遅
れ
た
授
業
時
間

を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
。

■教育部長  

学
校
行
事
の
見
直
し
や
夏

休
み
を
短
縮
す
る
こ
と
な
ど
で
不
足
を

補
え
る
と
考
え
て
い
る
。

■濱洲  

夏
休
み
を
短
縮
し
て
も
、
授
業

の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
る
の
は
拒
め
な

い
と
思
う
。
密
度
の
高
い
授
業
に
対
応

す
る
た
め
、
学
習
支
援
員
の
配
置
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

■教育部長  

現
在
、
本
市
で
は
、
40
人

の
学
習
補
助
教
員
を
配
置
し
て
い
る
。

臨
時
的
に
任
用
す
る
教
員
は
す
ぐ
に
は

見
つ
か
る
状
況
に
な
い
の
で
、
退
職
校

長
会
に
も
た
ず
ね
る
な
ど
、
対
応
し
て

い
く
。■濱洲  

現
在
、
本
市
で
は
小
・
中
学
校

と
も
３
学
期
制
で
あ
る
。
県
内
で
は
、

２
学
期
制
を
と
っ
て
い
る
学
校
も
数
校

あ
る
。
授
業
を
開
始
し
６
月
・
７
月
の

学
習
内
容
で
正
し
い
評
価
が
で
き
る
の

か
。
10
月
初
旬
ま
で
を
前
期
と
し
、
そ

れ
以
降
を
後
期
と
す
る
２
学
期
制
を
検

討
で
き
な
い
か
。

■教育部長  

校
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い

て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
っ
た
。

評
価
が
可
能
な
教
科
の
み
１
学
期
終
了

時
に
配
付
す
る
学
校
も
あ
る
。
１
学
期

の
評
価
は
保
護
者
に
と
っ
て
も
、
子
ど

も
の
よ
う
す
を
知
る
機
会
と
な
る
の

で
、
今
年
度
は
従
来
の
３
学
期
制
で
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■濱洲  

今
後
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
２

波
が
発
生
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
る
か
。

■教育部長  

児
童
生
徒
、
職
員
に
感
染

が
判
明
し
た
場
合
、
当
該
校
は
た
だ
ち

に
臨
時
休
校
と
す
る
。
濃
厚
接
触
者
に

特
定
さ
れ
た
場
合
は
、
全
児
童
生
徒
、

教
職
員
を
自
宅
待
機
と
し
、
検
査
結
果

に
よ
り
対
応
す
る
。

し

め   

だ

（※）

魚貫町

二浦町

五通山

河浦町﨑
津

早
浦

主
留

向
江

今富

出河内

姫の河内

路木



あまくさ市議会だより 15 あまくさ市議会だより 14

■下田  
本
市
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
（
１
人
１
台
端
末
の
早
期
実
現
）

に
つ
い
て
。■教育部長  

本
年
度
中
に
学
校
内
の
高

速
・
大
容
量
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

を
行
い
、
児
童
生
徒
１
人
１
台
端
末
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
全
児
童
生
徒
と
教

員
分
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
ま
で
の

整
備
予
定
を
前
倒
し
で
、
次
年
度
に
は

整
備
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

■下田  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後

の
本
市
の
教
育
に
つ
い
て
。

■教育長  

一
斉
休
校
の
期
間
、
児
童
生

徒
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
の

方
々
、
地
域
で
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た

方
々
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
を
支
え

て
い
た
だ
い
た
福
祉
関
係
者
の
方
々
を

は
じ
め
学
校
関
係
者
に
感
謝
申
し
上
げ

る
。

　

６
月
か
ら
本
格
再
開
し
、
あ
ら
た
め

て
、
学
校
の
存
在
、
児
童
生
徒
と
教
師

が
教
室
と
い
う
空
間
で
、
対
面
し
て
信

頼
関
係
を
築
き
、
教
え
、
学
ぶ
こ
と
の

大
切
さ
、
友
達
と
触
れ
合
う
こ
と
の
喜

び
を
実
感
し
た
と
思
う
。

　

ま
た
、
家
庭
教
育
の
重
要
さ
、
学
校

と
家
庭
、
地
域
と
の
連
携
の
必
要
性
を

教
職
員
は
じ
め
、
学
校
関
係
者
は
、
痛

感
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
教
訓
、
支
え
に

し
、今
後
、「
学
校
の
新
た
な
生
活
様
式
」

を
実
践
し
な
が
ら
、
油
断
す
る
こ
と
な

く
、
第
２
波
、
第
３
波
に
備
え
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
教
育
に
つ
い
て
、
天
草
に
は

﨑
津
集
落
を
は
じ
め
「
ふ
る
さ
と
」
を

学
ぶ
べ
き
有
形
無
形
の
数
多
く
の
も
の

が
あ
る
。郷
土
へ
の
愛
を
育
み
な
が
ら
、

「
天
草
の
未
来
を
拓
く
人
づ
く
り
」
を

目
ざ
し
た
い
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
今
後
の
教
育
に

　
つ
い
て

８  

下
田 

昇
一
郎 （
市
民
ク
ラ
ブ
）

　本市の観光業界にとっても新型コロナウイルス感染
拡大による影響は、これまでの経験に頼ることも、ま
た予想することもできないものでした。
　経営者の方によると、３月から宿泊や宴会のキャン
セル対応が相次ぎ、ご自身や家族、従業員の感染にお
びえるだけでなく、状況は悪くなる一方で、忙しいは
ずの連休は一番苦しい時期になったとのことでした。
　そのような八方ふさがりの中、行政の助成金や民間
の支援プロジェクトによる支援のほか、有志による
WEB研修の提供などを通じ、改めて人も企業も地域
と共にあると実感し活動しているとお聞きしました。
　緊急事態宣言解除後も、観光業の緊急事態は続いて
いますが、観光業界の皆さんはこの苦しい経験を生か
し、天草の観光を磨き上げたいと頑張っておられます。
感染症拡大の収束が見通せない中ではありますが、市
の支援事業や国のGoToキャンペーンにより本市の観
光業界に活気が戻ることを期待しています。

前へと進む観光業界コロナ禍の中

▲竹とうろう作りに挑戦

▲ZOOMを活用したWEB研修

一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

QRコードで質問の動画が見られます。

　最初に寄せられた相談は、「牛深市民病院に
プライバシー保護の病室仕切りカーテンを付
けてほしい」でした（実現）。以後、毎日のよう
に生活相談がありますが、これも市民の皆様
から信頼を受けている証だと確信しています。
　今回の25年特別表彰を受けて、あらためて
市民の皆様から切実な要求実現に向けて邁進
してまいります。

浜崎  義昭 議員
（25年表彰）

議員より一言

・平成６年７月～18年３月
　（牛深市議会議員）
・平成18年６月～現在
　（天草市議会議員）

議員歴

　今回、永年勤続10年の議員表彰をいただき
光栄に思います。また、この10年間、私を支
えて応援していただいた市民の皆様に感謝い
たします。
　「心が変われば、行動が変わる。行動が変わ
れば、生き方が変わる。生き方が変われば、
運命が変わる。運命が変われば、人生が変わ
る。」この言葉のごとく、これからも議員活動
に精進してまいります。

濱洲  大心 議員
（10年表彰）

議員より一言

・平成22年４月～現在
　（天草市議会議員）

議員歴

　このたび、永年勤続10年表彰をいただきま
した。市民の皆様方に心より感謝を申し上げ
る次第であります。
　さらに地方自治の振興と住民福祉の向上に
努めてまいりたいと思っておりますので、今
後ともご指導賜りますようよろしくお願いい
たします。

鶴戸  継啓 議員
（10年表彰）

議員より一言

・平成22年４月～現在
　（天草市議会議員）

議員歴

　このたび、全国市議会議長会より永年勤続
表彰を賜りました。
　これもひとえに多くの皆様のご支援、ご指
導のたまものと心から感謝申し上げます。
　今後も、市民の皆様といっしょに地域の発
展、天草市の発展のために誠心誠意努力して
まいります。

議員より一言

船辺  修 議員
（15年表彰）

・平成14年12月～18年３月
　（新和町議会議員）
※町議会議員の勤続年数は、1/2が市議会
　議員の年数に通算される。
・平成18年４月～現在
　（天草市議会議員）

議員歴

長年の功績を称え
全国市議会議長会  永年勤続議員表彰

　全国市議会議長会から、永年にわたり市政の振興に努めた功績を称え、本市議
会より４名の議員が表彰を受けられました。また、６月12日の本会議において、
表彰状の伝達および市長から感謝状の贈呈が行われました。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
今
な
お

全
世
界
で
拡
大
を
続
け
、
収
束
が
見
通
せ
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
国
内
に
お
い
て
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
、
休
校
を
続
け
て
い
た
学
校
も
再
開
し
、

ま
た
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
経
済
活
動

も
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
今
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

の
経
済
対
策
等
の
予
算
が
成
立
し
、
本
市
に
お

き
ま
し
て
も
、
観
光
関
連
を
は
じ
め
、
多
く
の

分
野
で
本
格
的
に
経
済
活
動
を
再
開
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は
共
生
と
い
う
形

に
は
な
り
ま
す
が
、
新
た
な
生
活
ス
タ
イ
ル
で

こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
広
報
広
聴
委
員
会
も
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
分

か
り
や
す
い
市
議
会
だ
よ
り
を

目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
蓮
池
良
正
）

熊
本
県
天
草
市
東
浜
町
８
番
１
号　

☎
0
9
6
9
‐
２
４
‐
８
８
３
５

追 跡 指 令
シリーズ

気になる！一般質問のその後‼

今回の指令

　また、新型コロナウイルスの影響で、休業
した小・中学校ですが、夏休みを短縮して授
業時間を確保することが決定しました。
　市は、令和元年度秋までにすべての公立幼
稚園および小・中学校の教室にエアコンの設
置を完了しており、熱中症対策の一つとして
活用されるよう期待して
います。
　短くなってしまった夏
休みですが、土曜、日曜
もうまく活用し、スポー
ツ活動や家庭での活動な
ど充実した夏休みを過ご
せるよう願っています。

門口　徹

副委員長 
五通俊作

下田昇一郎

委員長
蓮池良正

柴田　誠

鶴戸継啓

学校通信ネットワーク整備のその後を追跡せよ‼

学校通信ネットワーク整備に関する追跡調査報告書

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、３月から全国で一斉休校となった小・中
学校。その期間、端末を活用したオンライン授業などを実施する自治体も見られた。
令和２年第２回定例会において、高速大容量通信が可能な学校通信ネットワーク整備
を行うための予算が補正されているが、本市の小・中学校は今どうなっているのか。
　今回は、「学校通信ネットワーク整備」のその後を追跡し、報告せよ！！

　平成27年度からＩＣＴ機器の整備を進めて
いる天草市は、各教室には実物投影機やスク
リーンを配備し、授業でもタブレット端末が
活用されています。
　現在、校内のどこからでもネットワークに
接続できるよう、第２回定例会を受け、校内
ＬＡＮや電源キャビネットの整備を進めてい
るところです。
　当初は令和５年度までに、順次整備する計
画でしたが、今回のコロナウイルス対策で国
の補正予算により、前倒しで整備に補助金が
活用できるようになりました。
　市は、本年度中にネットワークの整備を行
い、児童生徒１人１台のタブレットを令和３
年度中に配備できるよう調整を進めています。

▲昨年11月の授業のようす

▲学校再開後のようす

広
報
広
聴
委
員
会
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